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ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

『
田
原
市
総
合
計
画
』
の
策
定
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

ま
ち
づ
く
り
中
学
生
会
議

　

ま
ち
づ
く
り
中
学
生
会
議
は
、田
原
市

の
将
来
を
担
う
中
学
生
に「
田
原
市
の
ま

ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
き

っ
か
け
と
し
、そ
の
ア
イ
デ
ア
を
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
、

８
月
21
日（
火
）・
28
日（
火
）の
２
日
間
、開

催
し
ま
し
た
。会
議
に
は
、市
内
７
中
学
校

か
ら
３
年
生
、合
計
22
名
が
参
加
。３
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
で『
田
原
市
の
好
き
な
所
・
問
題
点
』

『
田
原
市
を
も
っ
と
良
く
す
る
た
め
の
ア

イ
デ
ア
』を
テ
ー
マ
と
し
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

◆
田
原
市
の
好
き
な
所

●
農
業
・
工
業
な
ど
の
産
業
の
バ
ラ
ン
ス

が
良
い

●
緑
が
多
く
自
然
が
豊
か

●
ぐ
る
り
ん
バ
ス
が
安
く
て
気
軽
に
使
え
る

◆
問
題
点

●
農
業
の
後
継
者
不
足

●
海
や
山
、道
路
に
ゴ
ミ
が
多
い　

な
ど

◆
ア
イ
デ
ア

●
地
元
食
材
を
使
っ
た
、グ
ル
メ
商
品
の

開
発
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

●
渥
美
半
島
を
菜
の
花
で
彩
る

●
農
業
体
験
を
通
じ
て
田
原
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら
う　

な
ど

　

田
原
市
の
将
来
に
向
け
て
多
く
の
ア
イ

デ
ア
が
出
さ
れ
、総
合
計
画
の
策
定
作
業

を
進
め
る
う
え
で
、と
て
も
収
穫
の
多
い

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

田
原
市
で
は
、
平
成
23
年
度
と
24
年
度
の
２
か
年
に
わ
た
り
『
第
１
次
田
原
市
総
合

計
画
』
の
見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、「
ま
ち
づ
く
り
中
学
生
会
議
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」「
田

原
市
総
合
計
画
審
議
会
」
な
ど
の
開
催
の
ほ
か
、「
各
校
区
と
の
意
見
交
換
会
」「
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
」
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
市
民
と
の
協
働
体
制
の
も
と
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
の
検
討
内
容
や
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

『総合計画』ってなに？

　市が策定する最上位の計画で
す。「将来都市像」を掲げ、「土
地利用の方針」「まちづくりの方
針」などを示し、10年後の田原
市をどのようにしていくのか、その
ためには具体的にどのような事務
事業を行っていくのかを定める、と
ても重要な計画です。

●さまざまなアイデアを出し合った中学生の皆さん

●まちづくり中学生会議の様子

●グループ発表の様子
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